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日本家族看護学会 第28回学術集会（WEB開催）
▶日時： 10月2日（土）～3日（日） ライブ配信 

 9月20日（月）～10月20日（水） オンデマンド配信
▶テーマ：勇気をもって、新たな知の冒険へ
▶プログラム：大会長講演「家族看護学の研究方法：勇気を
もって新たな知の冒険へ」山本則子（東京大学大学院教授）／
特別講演「新たな感染症の時代の看取りと悲嘆」島薗進（上
智大学グリーフケア研究所所長）／教育講演1「ビッグデータで見
えてくる家族の健康」康永秀生（東京大学大学院教授）／2「看
護実践の事例研究の学術性」家髙洋（東北医科薬科大学教養
教育センター教授）／シンポジウムⅠ「26th─27th─28th つな
がるシンポジウム：With Corona時代の家族看護」大橋優
紀子（城西国際大学看護学部教授）、市川百香里（重症心身障がい
在宅支援センターみらい）、松本佐知子（社会福祉法人聖隷福祉事
業団藤沢エデンの園一番館）、藤原紀子（東京大学医科学研究所特
任研究員）／Ⅱ「家族看護学研究の冒険：研究方法の更なる多
様性に向けて」池田真理（東京大学大学院教授）、五十嵐歩（東
京大学大学院准教授）、柄澤清美（新潟青陵大学看護学部教授）、
西田佳史（東京工業大学工学院教授）／ほか

▶参加費（後期参加登録）：会員1万円、非会員1万1000円、学
生2000円（大学院生を除く）
▶参加申込締切：10月15日（金）
▶問い合わせ先：㈱プロコムインターナショナル
〒135-0063　東京都江東区有明3-6-11 TFTビル東館
9F
TEL：03-5520-8822　E-mail：jarfn28@procom-i.
jp

日本看護技術学会 第19回学術集会（ハイブリッド開催）
▶日時： 10月9日（土） 現地開催＋ライブ配信 

10月10日（日） ライブ配信 
10月1日（金）～25日（月） オンデマンド配信

▶会場：愛知県産業労働センター　ウインクあいち（愛知県名
古屋市）

▶開催形式：現地開催（申込先着400名）＋WEB配信
▶テーマ：看護技術の美学
▶プログラム：キーセッション1「看護技術の美学」篠崎惠美子
（人間環境大学看護学部部長）／2「禅の生き方の美学」枡野俊
明（曹洞宗徳雄山建功寺住職・多摩美術大学教授）／3「わざの確
かさ・内面の美とフォームの美しさから」川嶋みどり（日本赤
十字看護大学名誉教授）／4「看取りの美学」金谷潤子（札幌麻酔
クリニック副院長）／5「看護における美容の意味とその可能性
─Nursing & Beauty care」大平智祉緒（NOTICE〔ノー
ティス〕）／ほか
▶参加費：会員1万円、非会員1万1000円、学生4000円
▶問い合わせ先： ㈱オフィステイクワン

〒451-0075　愛知県名古屋市西区康生通2-26
TEL：052-508-8510　E-mail：jsnas19@cs-oto.com

日本看護サミット2021（ハイブリッド開催）
▶日時：2022年2月4日（金）　10：00～16：15
▶会場：パシフィコ横浜国立大ホール（神奈川県横浜市）
▶テーマ：看護職の就業継続が可能な働き方で、看護の未来
を拓く
▶プログラム：解説「看護職の働き方改革─ 2015-2020
年の取り組みの成果と今後の課題」秋山智弥（日本看護協会
副会長）／特別講演「看護の未来を拓く働き方（仮）」村木厚子
（元厚生労働事務次官、津田塾大学客員教授）／鼎談「2040年に
向けて、いま看護職に求められる働き方」石田昌宏（参議院議
員）、厚生労働省、友納理緒（日本看護協会参与）／シンポジウ
ム「多様な人材を活かす、多様な働き方」奥裕美（聖路加国際
大学大学院教授）、折笠清美（地方独立行政法人 新小山市民病院
看護部長）、森山由香（株式会社麻生 飯塚病院副院長兼看護部長）、
小西美智子（医療法人社団明和会 大野浦病院看護部長）ほか

▶参加費：［事前申込］5500円、［当日参加］7700円
▶事前参加申込締切：2022年1月10日（月）
▶問い合わせ先：特設WEBサイト
https://www.nurse.or.jp/nursing/practice/
summit/2021

※掲載している情報は9月3日時点のものです。最新の情報
は主催元にご確認ください。
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